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Anne Yoder 氏の講演 
 学融合推進センター研究事業グローバル共同研究プロジェクト国際シンポジウ
ムについて 




者は延べ約 50 名。講演者と演題は以下の通りです。 
 
February 4th Sat. Symposium 
INTRODUCTION 
Takahiro Yonezawa, School of Life Sciences, Fudan University 
「International Symposium on Biodiversity in Madagascar」 
SESSION 1 
1) Masami Hasegawa, Institute of Statistical Mathematics 
「Origin of Extinct Elephant Birds in Madagascar and Evolution of Ratites」 
2) Felix Rakotondraparany, Département Zoologie et Biodiversité Animale, Faculté des 
Sciences, Université d'Antananarivo 
「The Diversity of Small Mammals in Madagascar and its Preservation from Human Land Use 
Practices」 
3) Atsushi Kurabayashi, Amphibian Research Center, Hiroshima University 
「A Unique Gene Horizontal Transfer from Snake to Frog Frequently Occurred in Madagascar」
SESSION 2 
1) Taizo Shima, Nippon Aye-aye Fund 
「On the Conservation of Primates in Madagascar: In the Case of the Aye-aye Daubentonia 
madagascariensis」 
2) Takahiro Yonezawa, School of Life Sciences, Fudan University 
「Overview of the Livestock in Madagascar」 
SESSION 3 
Panel Discussion 
February 5th Sun. Public Lecture 
SESSION 1 
Anne Yoder, Department of Biology, Duke University 
「The past, present, and future of Madagascar's lemurs」 
SESSION 2 
































Yonezawa T et al., Phylogenomics and Morphology of Extinct Paleognaths Reveal the Origin 
and Evolution of the Ratites. Curr Biol. 2017 Jan 9;27(1): 68-77 




































































教授 佐々木 顕 



















講師 沓掛 展之 





















○物理科学研究科 機能分子科学専攻 平本昌宏 教授 






○複合科学研究科 極域科学専攻 真壁竜介 助教 
 日本海洋学会の 2017 年度日高論文賞を受賞 
 受賞概要：日高論文賞は、日本海洋学会が発行する学術誌に掲載された論文の中で、優れた
ものを表彰する賞です。表彰式は、2017 年 5 月 22 日(月)に千葉県内で行われま
した。 
 受賞論文：Marine artificial structures as amplifiers of Aurelia aurita s.l. blooms: 
a case study of a newly installed floating pier.  
（ミズクラゲ発生増幅器としての海洋人工構造物：浮き桟橋の新設を利用したケー
ススタディ）[掲載誌：Journal of Oceanography, 70(5), pp 447-455, 2014] 
論文 URL：http://link.springer.com/article/10.1007/s10872-014-0249-1 
 
○複合科学研究科 情報学専攻 龍田真 教授 
 International Conference on Foundations of Software Science and Computation  
Structures (FoSSaCS 2017)で発表された論文に対し、「the EATCS Award for the best ETAPS  
paper in theoretical computer science」を受賞 
 受賞論文：Classical System of Martin-Löf's Inductive Definitions Is Not Equivalent 
to Cyclic Proof System  
 授与団体：European Association for Theoretical Computer Science (EATCS)  
 
○複合科学研究科 情報学専攻 神保潮さん 




Infrastructures, and Programming) において、「Poster Award」を受賞 
  受賞タイトル：動的タイム・ボローイングを可能にするクロッキング方式の適用 
  
○複合科学研究科 情報学専攻 Truong Thao Nguyen さん 
鯉渕 道紘 准教授 
  国際会議 17th IEEE/ACM International Symposium on Cluster, Cloud and Grid 
Computing (CCGrid 2017)において、Best Poster Award を受賞 





















日時：6月 16 日(金)、10：30－17：40 
場所：統計数理研究所（立川） 
内容：全教員･特任研究員及び大学院生による研究活動紹介 








※研究施設見学ツアーは各回先着 50 名 















○高エネルギー加速器科学研究科平成 29 年度第 1 回説明会 
日時：6月 17 日(土)、13:00-（受付開始 12:30） 
場所：日本教育会館 9 階 第五会議室 
内容：高エネルギー加速器科学研究科内 3専攻（加速器科学専攻･物質構造
科学専攻･素粒子原子核専攻）の案内や各専攻の研究内容紹介など。 
詳細については、下記の URL をご覧ください。 
http://kek.soken.ac.jp//sokendai/admission/setsumeikai/ 
 
○高エネルギー加速器科学研究科平成 29 年度第 2 回説明会 
日時：7月 4日(火)、10:00-（受付開始 9:30） 
場所：高エネルギー加速器研究機構 つくばキャンパス（茨城県つくば市大穂 1-1） 
内容：高エネルギー加速器科学研究科･3 専攻の紹介、ポスターセッションによる 3専攻の紹介、
Ｑ＆Ａコーナー･教員との懇談及び、KEK つくばキャンパス施設見学 
詳細については、下記の URL をご覧ください。 
http://kek.soken.ac.jp//sokendai/admission/setsumeikai/ 
 
○平成 29 年度国立天文台･総研大サマースチューデント（夏の体験研究）プログラム 
期間：8月 1日(火)-8 月 30 日(水)、8月 31 日（成果発表会） 
募集定員：10 名程度 
対象：大学理工系学部 2年生または 3年生（高等専門学校の同等学年に在学する者を含む。） 
内容：国立天文台の観測所で天文学研究の最前線に触れる研究体験を、受入教員のもとで行い、
修了時に研究発表を行う。 
申込締切：平成 29 年 6 月 19 日(月) 必着 




日時：8月 7日(月)-10 日(木) 
場所：分子科学研究所（愛知県岡崎市明大寺町西郷中 38） 
内容：分子を対象とする実験的･理論的研究体験 




申込締切：平成 29 年 6 月 25 日(日) 




○平成 29 年度第 3 回基礎生物学専攻 大学院説明会･オープンキャンパス 
















 応募資格：学部 3年生以上、高専専攻科生、修正課程大学院生 
 応募締切：随時 












日時：平成 29 年 7 月 31 日(月)－8月 4 日(金) 
場所：高エネルギー加速器研究機構（つくばキャンパス）研究本館 会議室 1 
単位数：2単位（使用言語：日本語） 
担当教員：ネスポロ・マッシモ 
（フランス・ロレーヌ大学 結晶学教室 教授 / 国際結晶学連合 数理結晶学 委員会前委員長） 
「結晶の対称性・群論」を深く学べる大学が殆どない中で、非常にユニークな講義となってい
ます。なお、昨年度行われた講義の様子は、総研大ニューズレター第 106 号(2017 年 4 月 12 日
発行)に掲載されております。講義の様子を知りたい方は、第 106 号をご覧下さい。皆様の参加
をお待ちしております。 
申込期日：平成 29 年 6 月 13 日(火)－6 月 28 日(水) 必着 
※総研大生については、一般受付(6 月 20 日開始)に先立ち、6月 13 日より申込を開始。定員が
ありますので、お早めにお申込みください。 










日時：平成 29 年 9 月 21 日(木)-23 日(土) 








申込期日：平成 29 年 6 月 30 日(金) 必着 





















第218回 Nichibunken Evening Seminar









































































































































































































○総研大は、来年 2018 年に創立 30 周年を迎えます。 








 長谷川学長は 2016 年 4 月から、毎日新聞に「時代の風」というコラムを連載（6週間に 1回）
しています。毎日新聞紙面に掲載された連載記事の内容は、本学 HP からも読むことができます
ので、ご興味のある方はご一読下さい。（6月 7日(水)現在、第 10 回目まで掲載しております。） 













○学融合推進センター塚原直樹助教の研究が 5 月 15 日(月)に LMT online に掲載されました。 















端の現場－総研大発－』を平成 28 年 6 月 10 日(金)から毎月隔週（第 2・第 4金曜日）で、平成
29 年 5 月 26 日(金)まで全 24 回で掲載しておりました。 
連載記事は、総研大ＨＰ上でも見ることができます。 
詳細は、下記のＵＲＬをご覧下さい。http://www.soken.ac.jp/disclosure/pr/column/ 
（総研大 HP 上での掲載は、権利関係上、掲載日から 1年間のみとなります。） 
【連載全 24 回の執筆者一覧】  
掲載順 掲載日 研究科 専攻 執筆者 役職 
1 6/10 葉山本部 広報社会連携室 眞山聡 講師 
2 6/24 物理 宇宙科学 橋本博文 准教授 
3 7/8 文化 国際日本研究 細川周平 教授 
4 7/22 物理 構造分子科学 正岡重行 准教授 
5 8/13 生命 遺伝学 斎藤成也 教授 
6 8/26 複合 極域科学 猪上淳 准教授 
7 9/9 高エネ 物質構造科学 千田俊哉 教授 
8 9/23 文化 日本歴史研究 山田康弘 教授 
9 10/14 物理 天文科学 有本信雄 教授 
10 10/28 複合 統計科学 吉田亮 准教授 
11 11/11 先導 生命共生体進化学 寺井洋平 助教 
12 11/25 文化 地域文化学 野林厚志 教授 
13 12/9 高エネ 加速器科学 土屋公央 准教授 
14 12/23 生命科学 生理科学 井本敬二 教授(専攻長) 
15  1/13 文化 日本文学研究 海野圭介 准教授 
16 1/27  物理 核融合科学 後藤基志 准教授 
17 2/10 葉山本部 学融合推進センター 西中美和 特任准教授 
18 2/24 物理 機能分子科学 小杉信博 教授 
19 3/10 葉山本部 学融合推進センター 内川明香 助教 
20 3/24 高エネ 素粒子原子核 宇野彰二 教授 
21 4/14 複合 情報学 稲邑哲也 准教授 
22 4/28 生命 基礎生物学 藤森俊彦 教授 
23 5/12 文化 比較文化学 松尾瑞穂 准教授 














 総研大ニューズレター第 108 号をお届けします！ 










































TEL 046-858-1590 ／ FAX 046-858-1632
Email kouhou1(at)ml.soken.ac.jp 
※(at)は@に変換してください。 
